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は じ め に

熱帯では机物の種数は他の地域に比 してはるかに膨人なものになるが, シダ柄物ではその佃

TlE,=ま種子植物よりももっとはなはだ しいものとなる｡ざっと 1万種 と推定 されている現生のシ

ダ植物のうちで,その分布の密度が最 も高いところの一つに東南アジアが挙げ られるというこ

とも既によ く知 られていることである｡ しか しまた調査の困難 さに災 されて植物相の研究が一

番遅れているのも,そのように種数の多い熱情地域である｡

第二次大戦までの東南 アジアのシダ植物の調査研究は,種子植物の場合 と平行 して,英蝕東

イン ドをイギ リスが,イ ン ドシナをフランスが,イン ドネシアをオランダが,それにフ ィリピ

ンをアメ リカが,というようにそれぞれの植艮地をその宗主国が申 亡､になって進めてきたもの

だった｡だか らそれ らの地域では,旧宗主国の集めた資料が豊告であるために, 捕 物相の調査

研究には今で もそれ らの資料が非常に重要な役割を占めることになる｡

英領東イン ドでは前世紀末までに W.J.Hookerを頂点に したキュー学派の人達,J.G.Baker,

R.H.Beddome,C.B.Clarke らの努力で,種子植物の場合に劣 らぬ くらいシダ植物柚も調べ

られていた｡ しか し今世紀に入 ってか らのイン ド植物相の調査には,ご く最近のイン ド人によ

る研究を除いて,ほと/i/ど進展が見 られなかった｡ただマラヤだけは, シンガポール組物園に

長い間勤めていた R.E.Holttum が多 くの採集家達の協力を得て, 熱帯としてはシダ 植物相

が最 もよ く調べ られている地域 といわれるほど研究の成果を挙げている｡改訂マラヤ植物誌第

2巷の "マラヤのシダ"(1954) はシダ植物誌のお手本のようによ く出来たものである｡ 特に

タイ因半局部のシダを知 るためには不可欠の 手引書 ともなっている｡ ビルマについては F.G.
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Dickasonl)が第二次大戦直前の約10年間に300種余のシダを採集 し, それまでに報告されたも

のを集成 して104属460種を列挙 している｡ これは記載を伴わない簡単な目録であり,かつビル

マのシダを知 るにはまだ不充分なものではあるが,今 日までのところ最新で一番よ くまとまっ

たものである｡

インドシナの植物相は古 くからパ リが研究の中心であるが,そこの資 料 を基 礎 に して H.

Lecomte編のインドシナ植物誌が1907年か ら51年にかけて刊行された｡ シダ植物 の部分は,

ヒカゲノカズラ科 とイワヒバ科をこれらの専門家だった A.H.G.AIston が書いたほかは,C.

Christensenの協力を得て M.L Tardieu-Blotが執筆 し, 第二次大戦をはさんだ1939-51年

に出版された｡ これは fernallies も含めた植物誌で東南アジアとしては最 も詳純なものでは

あるが, Tardieu-Blotは種の概念を小 さく取っている上に事実の誤認 もところどころにあっ

て完壁というにはほど遠いものである｡ この植物誌では686種のシダ植物が列挙されており,

随所にタイ国の資料に言及 しているところがある｡

インドネシアでは C.R･W･K.vanAlderwereltvanRosenburghが今世紀の前四半期に精

力的に研究の成果を報告 したが,対象が大きすぎるものだから,ほとんど断片的な報告の意味

しか持たせることができないでいた｡戦後になってオランダを中心に企画の進められているマ

レーシア植物誌の編纂事業のシダ植物の部分を Holttum が編集 し, これまでに ミズニラ科,

ウラジロ科,ツルシノブ科,-ゴ科が出版 されている2'が, これは手堅 くて詳細なもので,こ

の地域の植物誌に一期を画するに足るものである｡

フィリピンではやはり長年マニラに住み フィリピン大学農学部の創設の中心となった E.B.

Copelandが研究のFllJL､となってシダ植物相を解明していった01958-60年, 彼の死の少 し前

に出版 されたフィリピンシダ植物誌3) はフィリピンの植物相に対する大きな寄与であるだけで

はな く, 東南アジアのシダ植物相の研究全般にとっても大切な指針となるものである｡ Fern

alliesには触れ られていないが,943種のシダをこの書物に列挙 している｡

Ⅰ タイ国シダ植物相調査の経過と現状

種子植物一般の場合と同じように,あるいはそれ以上に,タイ国のシダ植物相の調査は遅れ

ていた｡4) 断片的なものでさえも,19世紀にはタイのシダについての報告は見 られない｡ 文献

に出て くる最初のものは J.Schmidt の Koh Chang 植物誌で, このシダの部分は H.

1) F.G.Dickason,"TheFernsofBurma,"OhioI.Sci.,46:73-141(1946).
2) R.E.Holttum (ed.),FloraMalesiana,ser.IIPteridophyta,Part1(1959),2(1963).
3) E.B.Copeland,FernFloraofthePhilippines,1(1958),2& 3(1960).
4) タイ国植物相の調査史については,岩槻邦男 ･福岡誠行 ｢タイ国植物調査小史｣『東南アジア研究』4

(5):974-981(1967)に簡単な紹介がある｡タイ国のシダ植物相に関する文献については項末に年代
順の文献表を付した｡
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Christが執筆 している. この蔵得で73種のシダ植物が.記録されているが, そのうち Trich0-

manessiamensis,Chrysodiumaureumvar.schmidtii,Gle･icheniasubPectinata,Selaginella

siamensisが新 しく記載 されたものである｡また,C.H.Ostenfeldが E.Lindhardの北タイ

での採集品についてまとめた目録にはシダが 4種と,G.Hieronymusが研究 した SeZaginella

が 3種 (そのうち S,ostenfeldiiと S.lindhardiiが新種である) 登載 されている｡ C･C.

Hosseusの記録では最後の目録にだけシダの記録が含まれているが,同定については G.Brause

の協力を得たという｡ここで も北 タイから33種の記録がなされているが,新種の報告はない｡

ErylSmith は自身で東南アジアの各地を調査 した後, キューでfI7分の収集 したシダの研究

を したが,数年後に事故で亡 くなったために,まとまった研究報告 まなされないで終わってし

まった｡タイのシダについては1929年に発表 された KaoTaoの目録があるだけである｡ この

目録には40種が記録 されているが,小鳥峡のシダには一般にそれほどの特徴 もな く, この報告

にも取 り立てていうほどの知見は盛られてはいない｡それに対 して,J.F.Rockの採集品を研

究 した C.Christensen の報告-はこの頃の文献のうちでは非常に重要なものである｡ この報告

には61種のシダが記録 されてお り, Tectariarockii,PolyPodium oosPhaerum,DiPlazium

siamense,Asblenium rockiiの4種が新 しく記載 されているほか, 近隣のものとの詳細な比

較が加えられている柿 も多 く, タイ関のシダについての知識はこの論文によって大幅な進捗を

遂げたといえる｡

1930年頃から申回の秦仁月 (良.C.Ching)が中国か らヒマラヤにかけてのシダ植物相の研究

を精力的に行なっている｡彼は欧米の膳葉庫に収蔵 されている標本についても,実際にそこを

訪ねたり,または借覧 した りして,可能な限 りの再検討を行なった｡ だか ら Kerrや Garrett

の標本のように,キューなどに収められているもので秦の研究に使われたものも多 く, Poly-

Podiumgarrettiiなどはその研究の途次に発見されたものである.同じように,シンガポール

の Holttum も E.Smith,Kerr,Winitなどの採集品をしばしば検討 し,種類誌的な論文で言

及 してい ることが多い｡ Pleocnemiawinitiiなどもそんな資料のうちか ら記載 された新種で

ある｡

先述のように1939年か ら Lecomteのイン ドシナ植物誌のシダの部分の出版が始まる｡Tar-

dieu-Blotは Kerrなどの採集 した 標本のうちパ リで見られるものを比較資料 として重視 し,

論文中に引用 した｡Adiantum erylliaeはその途次にタイの植物に名付けられたものである.

同じ植物誌のうちで も,イギ リス人の AIstonは関係 した部分の出版に当たってタイ国 の資料

も充分に検討 して引用 し,イン ドシナ半島という範暗にタイ国 も含めて取 り扱 った｡

マラヤのシダ植物誌がよ くできた ものであることは先にも述べたが, これにはシンガポール

植物園膳葉庫に保存 されているものを基礎にして,タイ国半島部の記録が正確になされている｡

この植物誌では扱 った標本を列記することはしていないが,膳葉庫の資料を再検討すればいつ
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でも内容を確認できるようになっている｡タイ国半島部の植物はこれまでにイギ リス系の人達

によって相当量の標本が採集されており, この地域の植物相はある程度まで明 らかにされてき

た. しかし Holttum はシンガポール以外の資料を広範に検討することはしなかったので, た

とえば Kerrの採集品などからの知見は加えられなかった｡

戦前か らタイに駐在 したことのあるデ ンマーク外交官の G.Seidenfadenは自分の採集品を

C.Christensenに同定依頼したことがあったが, その記録を1958年に報告 した｡ 戦後の タイ

国植物柏の研究には,Seidenfadenらの胆入 りでデ ンマークの研究者達の果たした役割が大き

い｡何回かの植物調査団がタイ国森林局と共同で行なった採集品はそれぞれの植物群の専門家

に研究を委ね られたが, シダについては Holttum が研究 して 3回にわたって報告を書いてい

る｡1961年には158種,1965年には104種を列記 したが,重複 したものや,種まで確実に同定さ

れなかったものがあるので,正確には二つの報告で192梓が確認されたことになる｡そのうち,

TectariaherPetocaulosが新種である｡また1966年には Tectariagymnosoraと DiPZazium

latilobum の 2種を記載 し,チャセンシダ属に種まで同定できない 1種を追加 した｡Holttum

によるこれ らの報告で,それまではっきりしなかったタイ国のシダの分布の正確な資料が与え

られたことになり, 合わせて 250種を上回るシダが この国に生えていることが分かった訳であ

る｡

デンマーク隊の調査に少 し遅れて, 日本人による植物調査がタイ国で進められるようになっ

た｡既に散早田文蔵教授によるイン ドシナ調査の際の採集標本が相当量あったが,ほとんど研

究 もされていなかった｡戦後になって大阪市大の吉良教授を中心とする植物生態調査の人達が

採集された植物とお茶の水女子大の津山教授が単身で採集された標本が東大に収蔵 されたが,

そのシダの部分のうち,ヒメシダ科を筆者が,ウラボシ科を田川博士がそれぞれ検討 し,1963

年に発表 した｡その後EEI川博士を中心とするグループが京大東南アジア研究センターか ら派遣

されてタイ国のシダ植物を研究することになった｡1965年 3月か ら4月にかけて,田川博士が

現地を実見するために単独で 1カ月の旅行をし,Do主Suthepと KhaoChongで採集された｡

その際採集された98杵のシダ植物は筆者 と共著で年末に発表された｡続いてその年の11月か ら

翌年 2月にかけて田川博士をLllJL､とし筆者 も含めた 4人がタイ国だけに限って詳細な調査を行

ない, 442種に上 るシダ植物を採集 して翌年にその成果を公表 した｡ さらに1967年の8月か ら

10月にかけては芦田教授を隊長とする総勢10人の生物調査団が もう一度タイ国を訪れ,シダを

専攻する田川博士と筆者 もそれに参加 して,もう一度現地における観察と資料の収集の機会を

与えられた｡最後の調査の結果はまだ充分に整理 されていないが, これまでに分かっただけで

も Lygodiumgl'ganteum,Ml'crogonium minutifolium,Gonocormussiamensis,Arthr0-

meris♪huluangensis,Thely♪terissiamensisが記載され, さらに幾つか発表の準備をして

いる｡
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筆者 らの第 1回の調査と時を同じくして,オランダか ら若いシダとコケの研究者達がタイ国

を訪れ,詳 しい調査を行なった｡ この隊の E.Hennipman による採集届は日下筆者 らの手許

で検討 しているが,新 しい知見については近 くまとめて報 告する予定である｡ 調査の帰 別や場

所が筆者 らのものとほとんど同じであったので,採集品の内容は非常によく似た ものであるが,

それで もこれまで末記録のものが幾つか合まれている｡

その他戦前に A.F.G.Kerr らが採焦 した標本のうち, シダ柚物はほとんど研究されていな

いし,バ ンコクに集積されている Tem Smitinandらの採集品についても,特にシダ柚物の部

分などは,研究 もされずに放T77.されている｡筆者 らは各地の膳柴庫に所蔵 されているタイ同種

のシダ植物の標本 も検討して, 自分達の現地調査の不足を補い, タイ国シダ捕物相を明確 に し

ようとしている｡

Chronologicallistofthepaperson thefern 且oraofThailand

(Exceptthoseintherevisionsandthemonographs)

1901.H.Christ.Pteridophyta,in J.Schmidt:FloraofKoh Chang.Bot.Tidsskr,24:

102-114.

1905.C.H.Ostenfeld.Filices& Selaglnellaceae,inPlantscollectedintheRahang Dis-

trict,upperSiam.Bull.Herb.Botss.,II,5:721724.

1911.C.C,Hoss6us.Filices,Schizaeaceae,Selaginellaceae&Psilotaceae,indiebotanischen

ErgebnissemeinerExpeditionmachSiam.Bot.Centr.Beih.,28(2):363-367.

1916. C.Christensen.Fjlices,inJohs.Schmidt:FloraofKohchang,partX.Bot.Tidsskr,

32:340-350.

1929.E.Smith.Onacollectionoffernsfrom Kaw Tao,Surat.I.Siam Soc.Nat.Hist.

SuPPl.,8(1):1-9･

1931.C.Christensen.Pteridophytafrom NorthernSiam,inAsiaticPteridophytacollected

byJosephF.Rock1920-1924lContr･U･S･Nat･Heyb･,26(6):329-335･

1939-51. M.L.Tardieu-Blot, C.Christensen & A.H.G.AIston.Cryptogams Vascu1

1954.R.E.Holttum.FernsofMalaya.ARevisedFloraofMalaya,vol.ⅠⅠ.

1958.G.Seidenfaden.Ona smallcollection offernsfrom Thailand.Nat.Hist.Bull.

Siam Soc.,19:84-87.

1961.良.E.Holttum.Filicinae,exc1.0ftheOphioglossaceae.DanskBot.Ark.,20:ll--35.

1963.K.Iwatsuki.ThelypteroidfernsofThailandandLaoscollectedby T.Tuyamain

1957-58.I.Jab.Bot.,38:313-315.

1963.M.Tagawa.Polypodioid fernscollected by Prof.Tuyamain northernThailand

andadjoiningLaos.I.Jab.Bot.,38:325-331.

1965.R.E.Holttum.Filicinae,excl.oftheOphioglossaceae(Secondlist).DanskBot.Ark.,

23:225-244.
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1965. M.Tagawa& K.Iwatsuki.OnasmallcollectionofThailandferns.SoutheastAs.

St.,3(3):70-89.

1966.R.E.Holttum.Filicinae,insomeplantsnew orraretoThailandwithdescriptions

ofnew species.DanskBot.Ark.,23:3081309.

1967･M･Tagawa& K.Iwatsuki.New orinterestingfernsfrom Thailandi.ActaPhyto-

tax.Geobot.,22:97-103.

1967･ M･Tagawa& K.Iwatsuki.Enumeration ofThaipteridophytescollected during

1965-66. SoutheastAs.St.,5:23-120.

1968･M･Tagawa& K･Iwatsuki.New orinterestingfernsfrom Thailand2.ActaPhyto-

tax.Geobot.,23:48-56.

Ⅲ タイ国におけるシダ植物の分布

現在分かっているところでは,タイ国には 520種ほどのシダ植物が生育 している｡ 記録され

ているものの うちには 1葉の標本があるだけで,その生育状態が分か らないだけでな く,実際

に今 も自生 しているのかよ く分か らないもの (たとえば,Marattiasambucina,Pterismul-

tijidaなど) もあるが,大部分のものについては筆者 自身も現地で詳 しい観察をす る機会に恵

まれているので,分布 と生態を関連させて考察できるものが多い｡

植物地理学上の区系区分に従えば,タイ国は東南アジア区系に属する｡東南アジア区系は,

東パキスタンか ら北部を除 くビルマ ･イン ドシナ半島 ･中国南部か ら海南島 ･台湾 ･琉球に及

ぶ地域で,北はヒマラヤ回廊 によってアフガニスタン東北部にまで続 く日華区系と接 し,西は

インド区系に,南はマラヤ以遠のマレーシア区系に移行 している｡当然のことなが ら,タイ国

のように南北に長 く,北部に山地があることになると,北部山地には 日華区系のヒマラヤ要素

の植物が南下 してきているし,半島部はもうほとんど完全にマレーシア要素のものに置き換わ

って くる｡

上の区分は現在広 く行なわれている R･Good5)の説によるものであるが, これは 種子 植物

の分布に基づいているもので,シダ植物の分布の様式はこの場合 と完全に一致は しないOそれ

は一つには気流によって散布 される範囲の広い胞子による分布域拡散がシダ植物の分布には重

要な因子 となっており,そのためにシダ植物の分布は地史によって限定 されるだけでな く,覗

在の気候に依存する割合 も高 くなっていることがよ く知 られ,それは裸地生の種について特に

顕著な現象である｡ シダ植物の分布については, たとえば H.Winkler6) が地球上を12の地

域に区分する案を提唱 しているが,その うちイン ド･マレーシア地域が極端に広い地域を占め

ていて,暖帯である日華地域より南のモ ンスーン地域一帯か ら東はポ リネシアまで包括するこ

5) R.Good,TheGeographyofFloweringPlants,2nded.(1954).
6) H.Winkler,"Geographie,"inFr.Ferdoorn(ed.),ManualofPteridology,451-473(1938).
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とになって,冊界で一番シダ植物の多いこの地域がどこで区分されるということな しに--･続き

に把握されたことになっている｡タイ国のシダ植物を考える場合には,マレーシアにかけての

柄-の連続的な移行は当然のことながら,北部や東北部の山地にヒマラヤ .ノI‖-1地方に分 (TJ-す

る種が相当数南下 してきてお り,む しろ中 央平原が分布の上の境界餌域を作っている事実に注

目しなければな らないようである｡

そこでまず偶 々の種の分布の様式を主なものについてまとめてみると次のようになる｡ もっ

とも分布の様式は種によってW有のものであり,現在の状態に適応 した位 ['Fr,冒_を獲得す るのにそ

れぞれの歴史的背景のあることで もあるので,それを幾つかに類型化す ることは無理なことな

のではあるが,現在のタイ国のシダ植物和の成立を跡づける手掛りにするために,分布の里 を

人きくまとめてみ る訳であるo柿の分化の過程を知るためには個々の系統群のうちの各要素が

どんな分布域を持 っているか比較 してみ ることが大切なことであるが, ここでは個 々の串実を

知 るための一般的な傾向を探 ることにしてみたい C

固有種 :タイ国にしか知 られていない種は,I,ygodiumgigantea,Gonocoymussiamensis,

PleoPeltisoosPhaera,Arthromerisgarrettii,A.Phuluangensis,ThelyPterissiamensis,

AsPlenium rockii,DiPlaziumsiamenseくらいで,ほかに未発表のものが幾つかあるoこれ

らの うち KhaoLuang産の G･Siamensisを除けばほかはすべて北部のl｣け也に牲育している

もので,北 ビルマや雲両地方などにないと断言することは難 しく,近隣地域の調査が進めば回

有種の数はさらに減少 しそうである｡それ はタイ国の自然地 理 上の位lrErL']'-_か ら容易に想像 される

ように,この国内で特別に分化 し,そこだけに適応的に生百 しているような種があり得なかっ

たものなのだろう｡たとえば南北両端の位置LIを緯度か らいえばタイ国とほとんど違わないフィ

リピンでは間有属を八つ も数え48パーセン トに及ぶ固有種のあることが確かめられていること

を比較 してみれば,タイ国の自然地理上の位 閏が納得 されるはずである｡

インドシナ半烏を小心に分布するもの :政治上の国家の区分に左右されず に柿物の分布域を

類型化 しようとすれば,タイ国はイン ドシナ半鳥の一部として理解されるものである｡ ビルマ

か ら一朝は申開南部にまで拡散 している種を拾えば,全休の約 1割がこの類に相当す ることに

なる｡さらにこの型の分布を少 し厳密にタイ国とイン ドシナだけに知 られているものと限定す

れば,Selaginellasiamensis,Beluisiaannamensis,ArthromerisamPlexifolia,Calym-

modonasiaticum,TheZyPterisuaZida,MicrolePia herbacea,DauaZZiaPeterotii,Asか

lenium confusum,Bolbitiscol)elandii,Notholaenauelutina,Adiantumerylliaeが挙げら

れるOここには当然 ビルマの Tenessarium 辺にまで分布す るもの (Selaginellaostenfeldii

ら) も含 らめれるべきである｡また,タイ国とマラヤだけに知 られているものもこの郡の一 里

であるが,Asplenium Perakense,Polystichum lindsaefolium,ElaPhoglossum Penangi-

anum,DiPlazium subintegrum,D.Prescottianum,D.simPlicivenium などがある｡

ヒマラヤ要素 :インド北部 ･北 ビルマ ･南西 シナなどに分布の申心をお くシダの栢数は相当
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数に達 し,暖帯性のシダの分布の一つの中 心はここにある｡ 日本のシダ植物相を検討する際に

も大切な意味を持つ地域であるが, タイ国でも特に北部山地のシダ植物にはこの地域か ら広が

ってきたものが多い｡NeocheiroPteris,LemmaPhyllum,Arthromeris,Araiostegia などは

属全体 として上記の地域に生えているものである｡その他種の階級でいうと,タイ国産のもの

の 3分の 1近 くがヒマラヤ要素のものである｡ほとんどは北部の両地で,それも 1000m を越

える常緑林に生えている｡

マレーシア要素 1.上のものと対照的にマレーシアを中 心に分布する熱帯性のシダ群がある｡

少 し広義に,酉はセイロンか ら束はポ リネシアに及ぶものまでを含めて考えると,ヒマラヤ要

素に匹敵する数の種がこの事 に属することになる｡ CePhalomanes,CrePidoPteris,Macr0 -

glena,Microtrichomanes,PZeuromanesなどのコケシノブ類,Acrosorus,Calymmodon,ProI

sal)tic,Scleroglossum などのヒメウラボシ類, それに Dibteris,Cheirol)leuria,Photino-

Pteris,Syngramma,TeratoPhyllum,Heterogonium,Hemigramma,Vaginulan'aなど,

属の階級でこの地域にほとんど極限されているものも多い｡タイ国では半島部や東南部に大部

分のものが見出されるが,KhaoYaiか ら PhuLuangにかけて北上 しているものもかなりの

数に達する｡

日華区系か ら東南アジア区系に及ぶ広分布種 :亜熱帯 ･熱帯をlIlJL､に,暖帯にまで生育 して

いて,ポ リネシアか らオース トラリアにまで分布域を広げているものである｡全体の 2割近 く

の種がこの分布型に属するもので,この型の分布をするものには北部にも南部にも生えている

ものが多い｡属でいえば,CrePidomanes,M2'crogonium,Taenitis,Dauallodes,I,eucostegia,

DiacalPe,Acrophorus,Loxogramme,Pteridrys,Brainea,ChristioPteris,LePtochilusな

どである｡ 日本にまで広がっている種にはこの型のものがい くつかある｡Winklerのいうイン

ド･マレーシア地域のうちで暖帯にまで足を伸ばした種がここに属する｡

旧世界の熱帯に広 く分布するもの :アフリカか らポ リネシアに至 る地域の熱帯に普通のもの

で,こういう広分布種になればところどころで分布域を暖帯にまで広げているものが多いが,

半数近 くのものは日本 と共通のものである｡

汎熱帯種 :マツバ ラン ･ミズスギ ･ホソバ コケシノブ ･イヌケホシダ ･テツホシダ ･ナタギ

リシダ ･クマシダ ･ユノ ミネシダ ･Pterisbiaurita･オオバ ノイノモ トソウ･Didymochlaena

truncatuZa･Cheilantesfarinosa･Pityrogrammacalomelanos･ホウライシダ｡和名が並ぶ

ことか らも明 らかなように, 日本南部にはこういう熱帯性のものが しばしば北上 して くる｡上

の種のうちで, ナタギ リシダと D.truncatula以外は向陽の地に生 じるもので, そういうも

のでは密林中のシダより胞子の生存期間が長 く,また物理的にも拡散が容易であることが知 ら

れている｡ もっとも,上記の種のうちのあるものは地域的な幾つかの種を包括 したものかもし

れず,さらに研究を必要 とす るものである｡

汎世界種 :熱帯のタイ国のことであるか ら, 温帯にまで達するような種はほとん ど な く,

ヒカゲノカズラや ワラビのような 多型種が挙げ られるだけで あ る｡ ヒカゲノカズラほ Khao
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Luang の山頂付近だけに知 られ,ワラビは日本のものなどとは別の変種である｡

その他 '･非常に珍 しい種で予想外のところに分布域を持つものがある｡ たとえば CrePid0-

manesnanobhyllum,Tectariafauriei,Dil)laziumincomPtum はこれまで琉球 ･台湾だけに,

Microlel)iataiwaniana,Pterisbelle,ElaPhoglossum subelliPticum は台湾だけに, また

Mecodium riukiuenseは琉球から南西 日本だけに知 られていて最近 タイ国で 確認されたもの

である｡琉球 ･台湾のものとの比較が充分できた筆者 らはこれを容易に同定することができた

が, 中国南西部やインドシナなどでも将来発見される可能性 は大 き いo その他 Mecodium

bontocenseのようにフィリピンからとんでタイ関に発見されたものもあるC これ らに つ いて

は南 シナのような広大な地域の調査が不充分な今の知識で分布様式を理解 しようとすることが

無理なことであり,将来の研究の待たれるものである｡

11Ⅰ タイ国におけるシダ植物の生活型

熱11lA･では植物の存在様式は非常に複雑で,それをい くつかに類型化することは難 しいoもと

もと捕物の狂態は種に冊有のものであり,個々のものについて検討することによってその種の

あり方が理解されるものである｡しか しここでは一つ一つのものを理解する際 の基準のような

ものをつ くるつもりで,タイ国におけるシダ植物の隼清雅を総括 してみたい｡これまでに熱帯

のシダ植物の生態を系統的な立場から扱った文献は少な く7), 多 くの場合は種類誌などで種の

分化を論 じる際に補足的に書 き加えられるくらいだった｡

シダ柚物の生え方には, 地上生 ･岩上生

･樹上着!圭.･水娃 ･それに元来は 地上/iL.で

樹幹にはい上がるよじのぼり植 物 , の五つ

の型が区分される｡ また仕えているところ

の相生を大きく区分すれば, 申北部のよう

に乾期と 雨期のはっきりしたところでは,

高度によって, 虹燥落栗林 (500m艮 卜J),

混交林 (400-1000m), 常緑林 (900m以

上) が載然と区別されるし,半鳥邦や束再

邦では熱帯降雨林が発達する｡ その他,伏

地は乾燥 した草根となるし, 河 口付近には

マングロ-ブが形成 されるC シダ植物の勾:_

7) E.B.Copeland,̀ C̀omparativeEcology

写真 1 Gleichenialinearis,PhuKradung,ter-
restrialon open ground atedgeof
evergreenforest

ofSamRamonPolypodiaceae,"Phil.I.Sci.,2C:
1-76(1907).
R.E.Holttum,"TheEcologyofTropicalPteridophyta,"inFr.Verdoorn (ed,),Manual
ofPteridology,420-450(1938).

,"TheEcologyofMalayanFerns,"inRev.Fl.Malaya,II,19-29(1954).
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活型はそれぞれの植生によって修飾され,

結果として個々の種の存否が決められる

ことになっている｡

地上生のシダ植物 :割合からいえば最

も多いものである｡ ミミガタシダはマン

グローブ中に極限されているし, ミズ ス

ギ ･イヌケホシダ ･ワラビなどは裸地の

強烈な陽光下に育っているが,多 くのも

のは山地の斜面に生 じている｡乾燥落莫

林 には ThelyPteris, AnisocamPium,

Tectaria などが多 く,種の顔触れを一

部代えなが ら,混交林でもそれらが多い｡

常緑林に入ると, MicrolePia,Pteris,

Arachniodes,Polystichum,DryoPteris,

Athyrium,Coniogrammeなど暖帯に分

布の中心を置 く顔触れがここに多 く,柿

床の景観は酉南 日本のものと非常に似通

って くる｡さらに熱帯降雨林内の斜面は

熱帯で一番典型的なシダ植物の生育地で,

Angio♪teris,Cyaihea,Didymochlaena,

DryoPicris,Teciaria,DiPlazium など

が多い｡ここで特徴的なことは,生育 し

ている種数は非常に多 くなって くるが,

個々の種の個体数はそれほど多 くないこ

とである｡だか ら植物柏が豊富だからと

写真2 Braineatnsignis,Phu Kradung,ter-
restrialinmixedforest

写真 3 ThelyZ)teris♪olycarl)a,atfootofKhao
Luang,terrestrialinhalfshadedplace

いって林床に植物が密生 しているということにはならない｡むしろ樹冠が混んできた密林の林

床にはシダ植物の個体数は案外少な くなって くる｡

林床のような暖帯の場合と一見同じような位置でも,落葉の分解が早 くて腐植土の層が意外

に薄かったり,土質の関係から湿度の保存状態が悪かったり,樹冠が厚 くて光度が低 くなった

りで,タイ国の森林では林床植物の発達は充分ではない｡むしろ小さな渓流沿いなどに特殊な

種が見つかることが多かったが,そういう狭い範囲をつないで分布域を広げている種のあり方

を検討することも将来の重要な課題の一つである｡

岩上生のシダ植物 :岩上と一口に総称される場所 も実に多様な内容をもっている｡乾燥落莱
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写真4 DryoPteriscochleata,DoiChiang
Dao, terrestrialin evergreen
forest

写真 5 Botrychium lanuginosum, Doi
ChiangDao,increvicesoflime-
stonecliff

林や草原の露出した岩上には Adl'antum や Pyrrosiaがあり,そういう場所の岩隙の土のた

まっているところには Drynariaなどが生 えている｡ また常緑林や熱帯降雨林内の 陰湿な岩

上には着生 したシダが多い｡露 出した岩上には Daualliaや CryPsinus,NePhrolePisなど,

泥のたまった岩上には Gonocormus,M2'crogonium,CrePidomanes,Mecodium,AsPZenium

など,また垂直の湿 った岩上にはコケシノブ類や ヒメウラボシ類, それに Vittariaや Asl7-

lenium などが多い｡ 岩隙にもウラボシ科の ものなどが着 く｡また渓流沿いの泥のついた岩上

には Osmunda,Vandenboschia,Microsorium,Lindsaya,Bolbitisなどが目立 っている｡

泥のたまった岩上は腐植土の浅い地上 とよ く似た条件が与えられ て い る ら し く, Pteris,

DryoPteris,AsPlenium,Adiantum のように,同じ種で生育条件を広 く持 っているものもい

くつかある｡

樹上着ノ牛の シダ植物 :乾燥 したところ

では一般に樹上着勺:.の植物は種数 も個体

数 も少ない｡ しか し｢i木の樹幹のように

人きな樹冠に包み こまれて特殊な微細 気

候で保護されたところに着姓捕物の群落

が形成 されることがある｡ Platycerium

はそうして陽樹の幹につ くことが多い｡

Pyrrosialongifolia,P.Maria,Myr-

mecoPhilasinuosa,NePhrolePiscordi-
写真6 0leandraundulata,Phu Kradung,in

crevicesofcliffinopenplace
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foliaなども陽光の降り注 ぐ樹幹に着生する｡ しか しな

んといっても着生植物の宝庫としては常緑林 と熱帯降雨

林に止めをさす｡

樹上といっても着生植物によってその位置にはいろい

ろあるoMicrogonium,CrePidomanes, Araiostegia,

Davallodes,Nebhrolebisなどはせいぜい晋の高さか ら

下の基部樹幹に着生す る｡それに対 してコケシノブ類の

あるもの,ヒメウラボシ類,ウラボシ科のもの,特はノ

キシノブ類, シシランの仲間などは手 も届かないような

高い樹上に着生す る｡基部樹幹では岩上着生のものがは

い上がることも珍 しくはな く,Bolbitisや Lebtochilus

などもしばしばそういう位置にまで登っている｡ しか し

これ らは前葉体が樹幹で発芽 したものではな く,根茎が

はい上がって地上 1mを越える位置にまで達 したもので

あるか ら,厳密な意味では着生植物 というよりはよじの

ぼり植物の範境に入れて考えたほうがよいものだろう｡

写真7 Drynariabonit,TungSa1-
aeng Luang,on muddy
rockinmixedforest

高木の樹幹着生で特殊な景観を形作る ものにオオタこワクリがある｡地上数mの位置でオオ

タニワク リが巨大な株に成長すると,根茎付近に次第に腐植物を堆積す ることにな り,そこに

Drynaria のような大型着生植物をはじめ CryPsinus,NePhrolePis,AsPlenium,Vittaria

のようなものか らさらに小型のコケシノブ類,

来上が り,相当な重量の塊となることがある｡

写真8 EZa♪hoglossumdumrongii,Phu
Kradung,On muddy rock by
stream inevergreenforest

938

ヒメウラボシ類まで生えてきて一つの群落が出

これは暖帯以北では見 られないことで熱帯特有

の生態であるといえる｡

その他熱帯における着生 という生態条件に適

応すべ く特殊化 した 形質として Drynariaの

nest-1eavesのように腐植質を 貯える機能をも

ったもの, Myrmeco♪hila などのように根茎

に共生動物を養 うもの,葉山が単葉になり厚 く

なっているものなどが挙げ られる｡また次に述

べる蘇苔林内のヒメウラボシ類では胞子は胞子

嚢内で発芽の準備を完 了し,不安定な蘇苔類上

の位置で迅速に発芽定着が可能なようになって

いる｡

熱帯における樹幹着生で一番興味があるのは
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写真 9 Platyceriumu)allichit&

others,ChiangSaen,on
trunkoftallarborin

openriver-side

岩槻 :タイ国の シダ櫨物

種苔林内の着生植物である｡ 蝉苔林は熱帯降雨林や常緑林

で非常によ く発達 しているが, 空申 湿度が高 くてjLくi度が低

く比較的気混の高いところで樹幹に 厚 く鮮苔類が付着 した

ものである｡太い樹幹だけでな く, 細い枝にまでびっしり

とコケが着いているところか らみると, 蘇苔類の成長は極

めて速い ものと推定され る｡ 勲描j･降雨林の蘇苔林で コケに

混って生えるシダ植物 としては小 型 の コケシノブ類とヒメ

ウラボシ類が圧倒的に重要な位鍔を古め,LycoPodium や

ElaPhoglossum も比較的 多い｡ それに対 して北部の常緑

林のものではヒメウラボシ類 が 激 減 して, 代 りに Poly-

Podium,PleoPeltis,CryPsinus,Araiostegia,Dauallodes,

AsPlenium など-LE]]り大型のものが増えて くる｡ コケの

茂っている小 は環境 としては非常に似ているようであるが,

温度などの物理的条件がはっきりした 差を与えているもの

なのか もしれない｡

水生のシダ植物 :この仲 間に限って熱帯で特徴的な生態を示すということはない｡水生 シダ

の顔触れは一通 りタイ国でも出そろっているが,生活様式は温帯や暖帯の ものと大差はない｡

ただ し,厳密な意味の水生植物ではないが, L,indsaea,Thely♪terisciliata,Microsorium

PteroPus,Calymmodonasiaticus,GonocormusProliferなど, 渓流沿いの岩上に着生 して

始終飛沫を浴びているものは水生植物的な生態を持 っているものともいえる｡ これ らの柾では

飛沫の届かないところでは,たとえ陰湿なところで も,乾燥状態にあるように葉が巻き上がっ

た りす る｡

よじのぼり植物 :特殊なfi二態のものであるが, これを

大 きく二つに区分することができる｡ 一つは Lygodium

や Gleichenianorrisiiなどに見 られるもので,根茎は

土中にあって葉山が無限に伸長 して木本に巻き上がって

い くものである｡いま一つは前葉体は地上で育つが胞 予

体になってか ら根茎がどんどん伸長 し,やがて地上 とは

緑が切れて樹幹を上のはうまではい上がる生活をするも

のである｡後者は結 果としては樹幹着とf:_と非常によ く似

た′生活をしていることになるo 後者のうちで も,Terat0-

9hyllum や Stenochlaenaのように Lygodium 的な

見せかけをとるものと,Microsorium,NeocheiroPteris
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のよ うに樹幹着生 との小間的な姿勢 を示す ものとがある｡

Ⅳ お わ り に

上に述べてきたよ うにタイ国 シダ植物相は一通 りの記柏を終 える段階に達 しようとしている｡

これまでの知見を踏まえて種差をより明確に認識 し,分布資料をより確実な ものにしてい くこ

とは,今の段階でタイ国 シダ植物誌がまとめ られればその継続 として割合容易に積み上げてい

けることと推定 され る｡そこで現段階でタイ国 シダ植物相の研究にとって何が問題であるかを

整理 して結語 に代えたい｡

個 々の種の表面に現われた形態や生態についてはこれまでの調査でその記載の段階は大詰め

に近づいている｡ しか し生活史を通 じてのより詳細な比較研究は今後の課題である｡故百瀬教

授が栽培 して観察 された前葉体の研究8'はその意味で重要な基礎的業績である｡同じよ うに解

剖学的な内部形態の比較や細胞分類学的研究 も推 し進め られなければな らないが, これ らにつ

いては栽培中の生材料を利用 して今後に期待 され る課題である｡

個 々の種の変異や生態はいろいろの地点でさらに詳 しく解析 されねばな らない｡本稿で も植

物地理や生態の概観を試みようとしたけれども,そうい う解析を個 々の種についてさらに進め

ていき,種の分化の過程 と,個 々の種がそれぞれの生態的位置を獲得 してきた過程を跡づけ,

その集成 としてタイ国 シダ植物相成立史を明 らかにしてい く必要がある｡特にタイ国では南北

両域にマレーシア要素 とヒマラヤ要素の分布の端を含んでいることは注 目に値することである.

それぞれの地域に別 々の起源の種が入 りこんでいるほか,Pyrrosiaで P.linguaと P.eber-

hardtii,P.stigmosa と P.costata,それに P.vam'aと P.nudaがそれぞれ北 と南 に地

域的に確立 され, しか も種差が不鮮明であるなど,近縁のもので両地域に分布域を分けている

ものがある点 も考慮 して種の階級の系統 にも解析 してい くべき問題点は多い｡そのためにはさ

らに広範で継続的な現地調査が求 め られる｡

シダ植物相を理解す るためには,植生の中心になっている種子植物柏全般についての生態学

的 ･植物地理学的な知識が要求 され る｡そのために,タイ国植物柏の全体像がつかめる程度に

調査が進歩することを期待 したい｡また,植物地理 の項で触れたように, タイ国のシダは東南

アジアのシダ植物相の一部であるので,隣接地域を手始めに,東南アジア一般,中国南西部,

さらにイン ド北部までのシダ植物相がより詳細に調査 されることが望ましい｡その意味では大

陸の一部であるタイ国の植物相の研究は 日本の場合 よりははるかに大 きい比重で近隣地域の調

査の進展 に依存 しているといえる｡そうい う調査が地域の上で も研究方法の上で も広範にかつ

詳細に進め られ ることによってタイ国の植物相 もその姿を明 らかにしてい くことだろう｡特に

8) S.Momose了 P̀rothalliaofthefernsfrom Thailand,''『東南アジア研究』6:73-167(1968).
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近時両林C/)荒廃が進んでいるこの国のことだけに,基礎的な調査だけで も早急に行なっておか

ないと,植牲だけは一度破壊 されて しまうと後か らではどうにも取 り返 しのつかないことにな

って しまう｡
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